(別添様式１- １)
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　　項：社会福祉費　　目：障害者福祉費
	事業名: 点訳・音訳奉仕員養成事業費（国補）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　健康福祉部　障害福祉課　社会参加担当　電話番号：058-272-1111（内2614）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11226@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,470千円（前年度予算額：2,470千円）

	事業内容


	１　事業の内容


・視覚障がい者の文化・教養の向上や、自立した生活の支援を行うため、これまで、ボランティアの養成事業等を実施してきており、今後も事業を継続し、更なる視覚障がい者の福祉の向上を図る。
<業務内容 >　
・点訳奉仕員養成事業　　　　　　
　点訳奉仕員を養成し、視覚障がい者の読書範囲の拡大を図り、文化・教養の向上につなげる。
・音訳奉仕員養成事業　　　　　　
  音訳奉仕員を養成し、視覚障がい者の読書範囲の拡大を図り、文化・教養の向上につなげる。
・中途失明者緊急生活訓練事業　　
　中途で視覚障がいとなった人に対して、家族の不安を解消し、また、本人の自立生活に必要な助言や訓練を実施することによって、社会参加・社会復帰の促進を図る。　
・歩行訓練士派遣事業　　　　　
　視覚障がい者が白杖を使って一人で歩行できるようマンツーマンで訓練し、視覚障がい者の行動範囲の拡大、ひいては社会参加や自立生活につなげる

	２　所要経費


・点訳奉仕員養成事業　　　　　　３３０千円（国1/2、県1/2）
・音訳奉仕員養成事業　　　　　　６２４千円（国1/2、県1/2）
・中途失明者緊急生活訓練事業　　８１６千円（国1/2、県1/2）
　・歩行訓練士派遣事業　　　　　　７００千円（国1/2、県1/2）
　　国１／２　県１／２　国庫補助［地域生活支援事業］
　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


＜平成22年度＞

（点訳奉仕員養成）受講者34名、修了者19名
（音訳奉仕員養成）受講者33名、修了者23名
（中途失明者緊急生活訓練）相談184名　277回　点字学習11名　239回　

パソコン訓練　15名　59回　生活訓練　2名　22件
（歩行訓練士派遣）利用件数61件

	３　これまでの取組に対する評価


・平成２２年度末で点訳奉仕員２４７名、音訳奉仕員２６６名が登録
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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	1,235
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	2,470
	1,235
	
	
	
	
	
	
	1,235


